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本入力ファイルは LIGGGHTS 離散要素法で Hoover/Drag Couette 流を模擬し,Hoover/Drag フィード
バックで流体温度を制御する粒子群を駆動する。粒子間ポテンシャルは
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であり、切断距離 rc = 1.12246σ によって有限化される。
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として評価する。粘性散逸とドラッグ係数の釣り合いにより、定常温度場の成立と運動量緩和を同時に解析で
きる。
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